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１．はじめに 
シーニックバイウェイ北海道は、平成 15～16 年度

に試行的に 2 つのモデルルートで実施された。平成

17 年度からは本格運用が行われ、住民が主体となっ

て沿道景観の保全と利活用を推進してきた。1) 

シーニックバイウェイ北海道に参加することで、

従来から、自主的に活動を行ってきた活動団体が連

携し、景観形成をキーワードに、地域づくり、観光

振興・教育・文化等の活動を推進している。2)その中

で特筆すべき活動の 1 つである、みちをきっかけに

して地域の景観ポイント等を紹介する、新たな視点

場としての木製展望所（以下シーニックデッキ）の

設置が各ルートで拡大している。 

本論文では、各ルートにおいて設置されたシーニ

ックデッキの現状を整理し、設置に至るまでのプロ

セスや設置条件及び機能等について把握した。また、

実際に設置し、活用された上での効果と課題を明確

にするとともに、今後の展開方向について考察を行

った。 

２．シーニックデッキの現状と目的 

 シーニックバイウェイ北海道のルート上に、初め

てシーニックデッキが設置されたのは、試行期間2年

目の平成16年9月である。当初は、モデルルートの千

歳～ニセコルート（現支笏洞爺ニセコルート）に5箇

所、旭川～占冠ルート（現大雪・富良野ルート）に1 

 

箇所の計 6 箇所に設置された。本格運用が開始され

た平成 17 年度は、各ルートに拡大し計 16 箇所に設

置された（表-1）。シーニックデッキ設置の共通の

目的は、①景観・地域資源の活用、②景観ポイント

の創出、③休憩ポイントの創出であり、設置条件は、

①景観が良い、②駐車場がある、③管理者がいる、

④記名サインを設置することである。これらをもと

に各ルート毎の設置条件を検討し、それぞれの地域

に設置されてきた。 

表-1 平成17年度シーニックデッキ設置実績 

ルート名 設置数 

支笏洞爺ニセコルート 8箇所 

大雪・富良野ルート 1箇所 
指定

ﾙｰﾄ
東オホーツクシーニックバイウェイ 6箇所 

候補

ﾙｰﾄ
釧路湿原・阿寒・摩周ルート 1箇所 

計 4ルート 計 16箇所 

 

３．調査概要 

本調査は、平成17年度に設置実績があるルートの

うち、本格運用している指定3ルート1)を対象として、

シーニックデッキの設置主体である各ルートの地域

活動団体と実際にシーニックデッキを利用した地域

住民及び観光客に対してヒアリング調査を実施した。

また、団体ヒアリング調査結果から、最も利用頻度

が高いと予測される大雪・富良野ルートのシーニッ

クデッキ（ジェットコースターの路）において利用

実態調査（ビデオカメラでの撮影による定点観測）

も実施した。 

表-2 調査概要 

調査方法 
実施

日 
被験者 

調査対

象 
調査項目 

団体 

ヒアリング

調査 

H17.7

地域 

活動 

団体 

指定 

3ルート 

設置条件・機

能・課題等 

利用者 

ヒアリング

調査 

H17.7

地域 

住民 

観光客 

指定  

3 ルート 

満足度・今後

の需要等 

利用実態 

調査 

H17.7

～8 

地域 

住民 

観光客 

大雪・

富良野

ルート 

入り込み数・

移動手段・利

用目的等 
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４．調査結果 

（１）団体ヒアリング調査 

シーニックデッキ設置の主体である地域活動団体

に対して、設置条件及び機能等に関するヒアリング

調査を行った。その中で得られた共通の効果は「地

域住民及び観光客にシーニックバイウェイ活動の理

解が得られた」ことであり、共通の課題は、「維持

管理が難しい」ことであった。以下に全体の調査結

果を示す（表-3）とともに、各ルートの調査結果を

整理する。 

（ａ）支笏洞爺ニセコルート 

支笏洞爺ニセコルートにおけるシーニックデッキ

の特徴は、全箇所にカフェ機能を盛り込んでいる点

である。また、デッキを設置せずに既存施設を活用

し、カフェを実施していることも特徴の一つと言え

る。その中で得られた効果は、①団体間の連携が深

まった、②地域に具体的な活動のビジョンを提示で

きた、③コミュニティビジネスの可能性が検証でき

たことがあげられた。また課題は、①設置撤去費用

等の工面が難しい（財政不足）、②運営・管理者が

少ない（人材不足）、③カフェの許認可手続が難し

い（知識経験不足）等があげられ、複合的な機能を

盛り込んだことにより、他のルートよりも課題が多

く見受けられた。 

（ｂ）大雪・富良野ルート 

 大雪・富良野ルートにおけるシーニックデッキの

特徴は、ベンチとサイン以外の機能はなく、必要最

低限の機能としている点である。その中で得られた

効果は、①地域住民及び観光客に新たな観光ポイン

トを提供できた、②民地への立ち入りが減った、③

表-3 シーニックデッキヒアリング調査結果 
ルート名 NO 名称   

（市町村） 

設置条件 

（ルート毎） 

設置条件 

（デッキ毎）

敷地条件 デッキ

潜在性

面積

（㎡）

ベンチ

（基）

ﾃｰﾌﾞﾙ

（基） 

ﾊﾟﾗｿﾙ

（基） 

駐車場

（台）

利用者

（人/日）

 

1 

シーニックデ

ッキ in そう

べつ 

①仮設とする

②デッキは設

置しない 

町営施設 

敷地内 

デッキ

の設置

なし 

 

16 

 

4 

 

4 

 

50 

  

100以上

 

2 

 

公園カフェイ

ーグル（ニセ

コ町） 

①常設とする

②既存施設を

活用する 

 

町営施設内

 

8 

 

4 

 

4 

 

50 

 

10～20 

 

3 

 

シーニックカ

フェ曽我の散

歩道（ﾆｾｺ） 

民営宿泊 

施設内 

 

6 

 

3 

 

3 

 

4 

 

4 

 

シーニックカ

フェ牧場タカ

ラ（喜茂別） 

 

民営牧敷地内

 

 

 

 

20.0 

 

8 

 

4 

 

4 

 

30 

5 シーニックデ

ッキin真狩 

農地・民地 3.3 4 1 1 20 

 

6 

 

シーニックデ

ッキくっちゃ

んin北４線 

 

 

 

 

 

仮設とする 

沿道 

農地 

民地 

 

 

 

 

 

 

景観が

良く、

休憩施

設需要

がある

 

54.0 

 

10 

 

5 

 

5 

 

8（新

設） 

 

 

 

 

 

5 以下 

 

7 

 

シーニックデ

ッキ in くっ

ちゃん駅前 

 

農地・民地

 

51.9 

 

8 

 

4 

 

4 

 

15 

 

10～20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支 

笏 

洞 

爺 

ニ 

セ 

コ 

ル 

| 

ト 

 

8 

 

シーニックデ

ッキらんこし

パームホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カフェ機能を

盛り込む 

①仮設とする

②景観ポイン

トにはしな

い 

③休憩ポイン

トに重きを

おく 

 

民営施設 

敷地内 

景観阻

害要素

が多い

が、休

憩施設

需要が

高い 

 

20.0 

 

6 

 

3 

 

3 

 

30 

 

5 以下 

 

 

大雪・ 

富良野 

ルート 

 

 

9 

 

 

ジェットコー

スターの路

（上富良野

町） 

①シンプルに

する 

②安全性を確

保する 

③人を極力停

留させる 

 

 

仮設とする 

 

沿道 

農地 

民地 

景観が

良く、

休憩施

設需要

がある

 

 

17.3 

 

 

2 

 

 

なし 

 

 

なし 

 

 

5（新

設） 

 

 

100以上

10 藻 琴山山荘

（大空町） 

情報提供機能

を盛り込む 

民営宿泊施設

敷地内 

30 20～30 

11 原生牧場（網

走市） 

民営牧場 

敷地内 

50 50～60 

12 じゃがいも街

道（小清水） 

沿道・町敷地 20 20～30 

13 季風クラブ知

床（斜里町） 

民営宿泊施設

敷地内 

15 

14 静岳荘 （清

里町） 

 

 

 

－ 

 

沿道・町敷地

 

 

景観が

良く、

休憩施

設需要

がある

50 

東 

オ 

ホ 

| 

ツ 

ク 

シ 

| 

ニ 

ッ 

ク 

バ 

イ 

ウ 

ェ 

イ 

 

 

15 

 

 

 

コ ミ ッ ト 

（清里町） 

 

 

 

①仮設とする 

 

②各地域にデ

ッキを設置

する 

 

③印象的な記

名サインを

設置する 
②景観ポイン

トにはしな

い 

③休憩ポイン

トに重きを

おく 

 

 

町営施設 

敷地内 

景観阻

害要素

が多い

が、休

憩施設

需要が

高い 

 

 

 

 

 

 

19.4 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

50 

 

 

 

 

50～60 

 



 

 

簡易駐車帯を同時に整備したことにより不法駐車が

減ったことがあげられた。また課題は、①修復費用

等の工面が難しい（財政不足）、②ゴミのポイ捨て

が後を絶たない（管理者等の人材不足）ことがあげ

られた。特に後者に関しては、機能は少ないが利用

者数が非常に多いことが大きな要因と言える。 

（ｃ）東オホーツクシーニックバイウェイ 

 東オホーツクシーニックバイウェイにおけるシー

ニックデッキの特徴は、ルート内の各自治体に1箇所

づつデッキを設置した試みや印象的な記名サインを

設置し、視点場の機能だけではなく、視対象となる

機能を盛り込んだ点である。その中で得られた効果

は、①団体間の連携が深まった、②地域に具体的な

活動のビジョンを提示できた、③地域にランドマー

ク的空間を提供できたことがあげられた。また課題

は、①修復費用等の工面が難しい（財政不足）、②

運営・管理者が少ない（人材不足）ことがあげられ

た。 

 

（２）利用者ヒアリング調査 

 シーニックデッキを利用している地域住民及び観

光客に対して、満足度や今後の需要等に関するヒア

リング調査を行った。その中で確認できた満足度に

関する共通の意見は、「是非今後も継続して欲し

い」ということであり、今後の需要に関する共通の

意見は、「もっと暖かい時期に設置してほしい」と

の改善可能な有効な意見であった。しかし、それぞ

れのルート毎の意見では、団体ヒアリング調査での

課題と同様、財政や人材不足等の課題が見受けられ

る。以下に調査結果を示す（表-4）。 

表-4  利用者ヒアリング調査結果 

満足度に関する意見 今後の需要に関する意見ルート 

名 共通 ルート毎 共通 ルート毎 

 

支笏洞爺に

セコルート 

飲食が出

来てうれ

しい 

①特別メニュー

がほしい  

②物販コーナー

がほしい 

大雪・富良

野ルート 

- もっと駐車スペ

ースがほしい 

東オホーツ

クシーニッ

クバイウェ

イ 

①景観ポ

イント

が出来

てうれ

しい 

②休憩ス

ペース

が出来

てうれ

しい 

③継続し

て欲し

い 

印象的な

ポイント

が出来て

うれしい

 

 

もっと

暖かい

時期に

実施し

て欲し

い ①飲食が出来る

環境がほしい

②常勤の観光ガ

イドがほしい

（３）利用実態調査 

 大雪富良野ルートのシーニックデッキ（ジェット

コースターの路）において、ビデオカメラを設置し、

シーニックデッキを定点観測し、利用実態調査を行

った。調査時期及び期間は、利用頻度が最も高いこ

とが予測される観光シーズン（7/15～8/14）の1ヶ月

間とし、調査時間はこの時期の日の出から日の入り

までのAM6:00～PM7:40とした。調査後は、ビデオの

確認により、入り込み数、デッキまでの移動手段、

利用目的等について把握し整理した。以下に調査結

果を示す（表-5）。 

（ａ）入り込み数 

入り込み数は、1ヶ月間の合計で3,563人の利用が

あり、1日平均100人以上の利用があることがわかっ

た。時間比較では、13時をピークに前後の2時間で全

体の半数以上の利用があることがわかった。7時前後

に訪れる人が比較的多いことは、地域の方の散歩の

際の休憩所になっている他、写真撮影で利用されて

いることがわかった。 

図-1  入り込み数の時間比較 

（ｂ）シーニックデッキまでの移動手段 

シーニックデッキまでの移動手段の大半が、乗用

車であり、長時間滞在車（10分以上の滞在）もその

大半が乗用車であった。 

（ｃ）シーニックデッキの利用目的 

シーニックデッキの利用目的に関しては、①利用

者の観察、②利用者への簡易的なヒアリング、③ビ

デオでの確認を行い把握した。その中で、確認でき

たことは、90%程度の利用者が10分以下の短時間の滞

在で、眺望を楽しみ休憩していることであった。ま

た、乗用車に対して、長時間滞在車の割合が5%程度

であることから、その利用者は、景観を眺めること

による癒しを目的としていることがわかり、その他

は写真撮影等を目的としていることがわかった。 
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表-5 利用実態結果 

 入り込

み数

（人） 

徒歩

（人） 

乗用車

（台）

ﾀ ｸ ｼ ｰ

（台） 

バス

（台）

長時間

滞在

（台）

6:00 110 5 22 0 5 4 

7:00 177 9 19 1 7 1 

8:00 125 2 58 3 0 2 

9:00 189 0 97 6 0 1 

10:00 357 8 163 4 0 2 

11:00 432 2 200 11 1 6 

12:00 387 0 163 13 3 5 

13:00 503 0 194 22 4 18 

14:00 402 0 186 11 0 10 

15:00 408 0 184 18 1 11 

16:00 279 8 127 4 0 10 

17:00 166 4 80 1 0 5 

18:00 26 0 12 0 0 2 

19:00 0 0 0 0 0 0 

合計 3,563 38 1,505 94 21 77 

 

５．まとめと考察 

（１）まとめ 

 全ルートを通して、シーニックデッキの設置によ

り、得られた効果は、設置主体である地域活動団体

の立場では、①団体間もしくは団体と地域間の関係

性が向上した、②地域住民及び観光客に対して新た

な価値（景観・休憩ポイント）を提供できた、③新

たな地域づくりの可能性を検証できたことにより、

結果的に「地域住民及び観光客にシーニックバイウ

ェイ活動の理解を得る」ことができた。また、実際

に利用した地域住民及び観光客の立場では、①地域

と団体間の関係性が向上した、②新たな価値（景

観・休憩ポイント）の提供により、楽しみが増えた、

③共に地域を良くしていこうとする意識が向上した

ことと言える。一方課題に関しては、①財政不足

（特にランニングコスト）、②人材不足（スタッフ、

専門家）、③知識経験不足（情報、人）があげられ、

地域によっては今後維持管理を行うことが困難とな

り、シーニックデッキの設置ができない箇所も現実

的に出てきている。これは、設置主体と利用者の双

方に効果が出ているだけに、非常に残念な結果であ

り、今後、各地域への何かしらの支援を望む声も少

なくはない。 

（２）考察 

今後、シーニックデッキ設置による課題を解決し、

より効果を高めていくためには、ボランティアベー

スでの展開であれば、団体間及び地域との連携をさ

ら高めていくことが必要となり、ビジネスベースで

の展開であれば、コミュニティビジネス化への移行

が必要不可欠であると考える。下記にタイプ別の今

後の展開方向イメージを示す（表-6）。 

表-6  タイプ別今後の展開方向イメージ 

今後の展開方向  敷地

の  

位置

づけ

ビジネ

スorボ

ランテ

ィア 

タ

イ

プ 

既存 

事例 

 

キーワー

ド 

展開イメ

ージ 

ビジネ

ス 

 

A 

くっち

ゃんin

北４線

等 

高級化 

差別化 

複合機能

デッキ空

間の商品

化、ブラ

ンド化 

 

 

民 

地 ボラン

ティア

 

B 

ジェッ

トコー

スター

の路等 

地域間連

携の強化

シーニッ

クデッキ

を守る会

ビジネ

ス 

C なし 普及啓発

情報提供

有償ボラ
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６．おわりに 
本論文は、シーニックバイウェイ北海道の参画団

体へのヒアリングと地域活動団体が設置したシーニ

ックデッキの利用実態把握により調査を行った。今

後、持続的・効果的にシーニックデッキを有効活用

していくためには、需要を適切に把握し、供給でき

る範囲を定め、ターゲットを絞るなど戦略的に進め

ていくことが必要であると考える。最後に、ヒアリ

ング及び利用実態調査にご協力頂いた方々への感謝

をここに表す。 
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